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孔の形は丸孔の方が煙の長さが便くなるので條孔に比しゲージを大きくする箏が出來る。孔の列i数は

多くなる程火の高さが落ちるのでゲージを小にすべきである。

　綿は下等晶となるに從ひそれ丈短い毛羽が触加する故〃£一ジを減少する。糸が太くなると擁く面積

が大きくなるので燭を大にしゲージを塘加する。術ドラムの表面速度が塘加しても嬬を大きくしゲー

ジを増加すべきである、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年十月六日受韮lll）

蚕繭解舒とセリシン粒子（II）

金子英雄

1．緒　　　　　君

　解好を異にする獄繭煮沸水溶液は濃度同一なるも電解質に調する感度を異にし、解葡悪きものは一

般に其感度を減退する事は巳に本誌に於て報告せり。①此の差はコロイドセリシン粒『rの形歌の差に

基づくべきか．叉其の本性に山るものなるや。先づ1／鞄和硫酸アムモ・・ウム溶液より繊維歌に沈澱す

るものをセリシンAとし、濾液より1／2飽不IIせる時始めて沈澱し來る粒厭セリシンをセリシンJl　aせIJ）。

一。ﾊに｛奉厭粒子は球｝［尺の者より凝固せしめられ易く、セリシンAはBより透明にして水に溶けやすく、

透析後窒素を測定したるにAはBより含量大な垢之れに關しては巳に日本膿藝化學會誌へ報告せる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
ものなり。

　他方セリシン粒子は電瘍内で二つに分れる事を見たり②。從つて解野異なる獄繭水溶液の爾極側セ

リシン暦の性質は如何。術セリシンA及Bとの關係如何につき少しく實験せるを以て此に報告せんと

す。セリシンAは解野艮き者程多く含まれ、且つ同一鷺繭にありては外居に多きものなり。

2．爾セリシン液の等電鮎

等電鮎の測定は界面張力の測定より求む。但し界醐張力はデユヌイ器の回韓角aを以て表はせり。

」二　繭　　（C二〇．2t％）

　　　　　陽極側　　　　　　　　陰極側1
　　　　メ　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　1）H　　　　　α　　　　　　PH　　　　　a

　　　4．66　　　　1CO．0　　　　　　　　　　5．75　　　　　96，1

　　　4．OO　　　　　95，1　　　　　　　　　　5．4↓　　　　94．0

　　　3，76　　　　92，3：．tt　　　　　　4．83　　　90．0

　　　3．50　　　　94，1　　　　　　　　4．29　　　　91．5

　　　3．27　　　 97．2　　　　　　　 3．16　　　96，8

　　　2，97　　　　　98，2　　　　　　　　　　2．53　　　　　98，0

之れより曲線を雷き等電llゐ権求むれば陽極閲セリシンはPH＝3．70，陰極側はPI．t　＝4．　r］6どなる。
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　著しき差を示す0

　　94　　菌嬉　　（C＝＝0．23i6）

　　　　　　　陽棚側　　　　　陰側極
　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・－－－v

　　　　　PH　　　　α　　　　　　PH　　　　α

　　　　　4，70　　　　gg．6　　　　　　　　　5．21　　　1し4、］，

　　　　　4．20　　　　　 95」5　　　　　　　　　　　　4．80　　　　1し0．盤

　　　　　3．87　　　　　92，3∴，　　　　　　　　4．00　　　　98，0

　　　　　3．76　　　94，0　　　　　　　3．42　　 1CO．9

　　　　　3、25　　　97．9　　　　　　　2．70　　　102，5

　　　　　3．0生　　　　　98．5

　　　　　　　陽極側セリシシ等電黙PH＝3・80

　　　　　　　陰極側セリシン等電黙　PH＝4・45

・　下　繭　（C　：O。22％）

　　　　　　　陽極側　　　　　　　　陰極側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がヘリ　へ
　　　　　PH　　　　　α　　　　　　PH　　　　α　　　．

　　　　　5．00　　　100．0　　　　　　　　　5．，58　　　103．6

　　　　　4．27　　　　　91．7　　　　　　　　　　4．80　　　　　96．1

　　　　　4、13　　　　93．3　　　　　　　　　4．60　　　　93。0→ぐ

　　　　　4．00　　　　93．0　　　　　　　　　3．94　　　　94．4

　　　　　3。72　　　・94．2　　　　　　　　　　3．40　　　　96．3

　　　　　3．18　　　96．1　　　　　　　2．56　　　95．8

　　　　　　　陽極側セリシン等電描PH＝g，　・s

　　　　　　　陰極側セリシン等電勲PH＝4．5

　　全体を準均すれば陽極側にあるセリシンの等電職は1）H＝3・76陰極側のものはPH＝4・50となる。

　而して爾者の卒均はPH嵩4．1なれど上繭は陽極側セリシンに富むを以て4・1より小なるべくN下繭

　は共の反劃に4ユよ｝）大なるべし。之れより上。中、下繭を通じて爾側セリシンの等電鮎は略等しき

　事を知る。但し此の際はセリシン粒子中に含有せられし微量電解質は多く爾極水厨中に移行せり。

　　著蓄・・）は獄繭水溶液酬1度の測定より等電黙を求めたるeCO・2％附近の溶液では」湘はPH－3・95，

　中繭PH篇4．12及下繭PH＝4・18のf直を得たり。井上教授等④は解好よきものはPH　・el・0～4・15・悪き

　ものはPH＝4．45～4．55，渡蓬綱男氏等①は1111。NaOH液に溶かせる0・45％液は？H・＝　ti・0附近、　Den

　ham＆Brashcc，）はPH＝4．0の等電黙を得たり。

3，雨側セリシンの窒素含量

陽極及び陰極側セリシンの含有窒素量を測矩せる結卿ま次の如し。

（A）陽駆側七リシン

　　　　　濃度（％）　N（％）　　　　　濃度（96）　N（％）
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　　　　　　　　　　亭均16．156

　　　　　　濃度（％）、　N（％）

　　　　下繭｛lll一羅

　　　　　　　　　　：’f一均16．143

　陽欄セリシンの含有窒素量は略同一ecして其の鴨値は16．rOなり。

　（B）陰極側セリシン

　　　　　　濃度（％）　　N（％）　　　　　　濃度（％）　　N（％）

上繭
^繍i中繭／l｛｝i；ii

　　　　　　O・12　　16・〔8　　　　　　　　　21物16．01

　　　　　　　　　雫均16，（8

　　　　　　濃度（％）　　N（％）

　　　　下繭｛llli｝illi

　　　　　　　　　雫均16．01

陰極側のセリシン窒素含量も陽極側の姐略一致し其の糊値は1（・．03にして陽極側のものよ嬉量

小なり・尚セリシン層廓の極水層中には蝿のセリシン及びアミノ酸の女口き含窒素化合物移行し、

セリシン液の滴定量の約五分の一の滴定量を示せり。從つて電解質にτ沈澱し透析分析せるセリシン

A及Bの鮪窒素量（Aは16・36％・Bは16．11％）よ賄少な肌ど陽極貝1セリ〃はAl（陰極側セリシ

ンはBに相當するものと考へらる。セリシンが其の主域分たるアラ＝ン及びセリンのみ自1ちアラ＝ル

セリンアンヒドリツドのみと考ふれば窒素含量は17．7％となるべし、然し實際に於ては他のアミノ

酸の連鎖を混有するを以て之の値より小なるものと考へらる。

　更に灘繭の外鳳中暦及び内暦水溶液の爾極側セリシンの窒素含有量（％）を測定したるに、其等溶

解量は外，内及中層の順位を有すれど敦れも陽極側並びに陰極側の窒素量（％）は夫々殆んど等しく前

切砧・漏52×）　　セリ（繭置1長）（52×）
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蔚にありては早均値Nコ16．15％，後者にありではN罵16．04％を有せ！・

　之等より繭暦セリシンは少くも二種類存し其の分量比が解需に大きな關係を腐する事を見たり。

4，爾極側セリシン液の性質

　（A）吸蒲性
陽極側セリシンはアルミナ酒貧性白土の如き物質によく吸着さtt、陰極側のものは之に反し嚇さ

れ難し。叉石次、マグネシアの如き櫨基性物質は前記と逆作用を呈す。但し共の差はアルミナ鰹の方

署しく㈲酸化銅の如き物質は双方を可域よく吸着すれど陽極セリシンの方をより多く吸着す。而して

一般に吸蒲せられざるセリシンのヴユレツト反慮色は紫昧を帯ぶ。從つて力滅る吸着は液のPH値と

大なる關係ある事は明かなり。されど同一一1）H値に於ても陽極側セリシンは陰極側セリシンに比して

吸着され易琶傾向を有す。この吸着される性質は上、中及下繭を通じ圃一・極側セリシンは略等し。

　（B）澗　定　量

　爾極側セリシン液を夫々・悔o硫酸液叉はNaOH液にてフヱノルフタレンを指示藥として滴定しtiる

に、ある濃渡間では滴定量に死～んど差なき1薩域を腐せり。臣Pち共の匠域を原液濃度（％）を以て示せぱ

数の如し。

　　　　　　　　陽極側　　　　　陰極側

　　．量二　蘇両　　　　　0，28＿0。43　　　　　0．37～0，50

　　中　　協靖　　　　　0，28～0．4、1　　　　　　0．37～0．50

　　「ド　　扉1麺　　　　　0．28｝0．40　　　　　 0．36～0，　，「「コ　O

　剛ち爾極側セリシンの滴定量を籐り攣へざる慨域濃度は韮を示すも同一一tw側に就いては上中及び下

繭の差は少なし。

　（d．）屈　折　i率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　アツペ氏屈折計を用ひ日光により屈折率を測定せる結果は次の如し。仙し實験温農は22°eなり。

　　　　　　　　陽極側　　　　　陰極側

　　一i：　菌ξi　　　　　1，35881　　　　　　　1．35885

　　rl－i　葎両　　　　　　1．35878　　　　　　　　1．35880

　　下　　菌斯　　　　　1，35376　　　　　　　1．35878

　陽極液の濃度は0．2％位なれど陰極側液のそれはO．14．’）6な1＞。而して淡黄色を呈す。爾極爾液の

屈折i率は大差なし。

　（D）比　粘　度

　上記の如く解野を異にする各獄繭を通じて夫々陽極及び陰極側セリシンの牲質は略同一なりしが解

傍良きもの程陽極側セリシンを陰極側のそれに比して多く含む。一例をあぐれば

　　　　　　　　上　繭　　　　　中　繭　　　　　下　繭

燧蹴　ト52｝　　ト3・i　ii｝L25

　從つてセリシンの濃度を異にするを以て比粘度ぬ異なるべし。勿論比粘度に及ぼす影響は濃度以外

にPH鰍、粒子の聚合度及び水和度等の囚予あり。20°Gに於ける蒸溜水に樹する流閏時間の比を示せ

ぱ次の如し。n
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　　　　　　　．h　　（G＝0，2％）　　　　　　　rl二霧　（C＝・0．19j・］i｛⊃　　　　　　　一ド　　（C＝0．18％）

　涯易差亟　イ貝唖　　　　　　　　1．27　　　　　　　　　　　　　　　1，20　　　　　　　　　　　　　　　　　1．16

　陰極　イ貝IJ　　　　　　　　　1．09　　　　　　　　　　　　　　　　1．06　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．05

2Pち陽極側セリシンは白濁を呈し陰極側のものより粘度著しく大なり。

5・結　　　　　果

（1

蛹O粛筆騰欝膿轄繍鴛翌臨饗騨繊蹴凄繍韮隷慧
　きものは共に二つのセリシンを含有すれど其の分量を異にす。勘ち解斜よきもの程陰極側のセリシ

　ンに比し陽極側セリシンを多く含腐す。而して陰極側セリシンの等電勲ま製糸用水のPH値に陽極

　性のものより近くに存し爲めに其の溶解性を減する一因となるべし。

（2）爾極側セリシンの含有窒素量を測定したるに上、中及下繭を通じ陽極側セリシンの窒素量Nは挙

　均として16，15％，陰極側セリシンの窒素量Nは16．03％の李均値をえたり。之れより陽極側セリ

　シンはセリシンAに陰極側の奢ばセリシンおに相當するものと考へらる。A及びBより窒素含量の稲

　少なきは含窒素化合物が極近くヘー部移行せる爲めと考へらるQ

（3）雨極側セリシンは夫々賂等しき吸着性、酸又は雄基の滴定量を攣へざる置域及び屈折…率等を有す。

（4）陽極側セリシ1ンは陰極側のものより薯しく白濁し粘度大なり◎之れ濃度、聚合度及びPH値の差

　に墓つく爲めなりo

（5）爾極セリシンの分量比は解斜と密接な關係を窃し更らに生糸の抱合、光澤或は見掛Lの繊度贈；に

　關聯するものと考へらる。

（6）爾極セリシンは獄体中セリシンに就いても存しその比は慧品種と關係するものならむ。

（7）爾極セリシンは更らに飼料及びゲル化に及ぼす外界條件により多少攣すべきものと考へらる。

　（附）本實験に封しては山本賢市君及び中澤義夫需の多大なる助力を仰げb。此に深く謝意を表

　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年十且卜IJq日受理）
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